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令和５年

第1回
定例会
2月22日
〜

3月20日
開 催

　

第
１
回
定
例
会
開
会
日
に
お
け
る
市
長
提
出
議

案
は
、「
監
査
委
員
の
選
任
に
つい
て
」
な
ど
人
事
案

件
８
件
、「
飯
田
市
手
数
料
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つい
て
」
な
ど
条
例
案
件
18
件
、「
工

事
請
負
契
約
の一部
変
更
に
つい
て
（
産
業
用
地
整
備

事
業
龍
江
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
整
備
工
事
）」
な
ど一

般
案
件
２
件
、「
令
和
４
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）
案
」、「
令
和
５
年
度
飯
田
市
一

般
会
計
予
算
（
案
）」
な
ど
予
算
案
件
19
件
、
報
告

案
件
２
件
の
計
49
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
日
に
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
（
案
）に

対
し
て
「
反
対
」
の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
、
起
立

に
よ
る
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
「
可
決
」
し

ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
も
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
「
可
決
」
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
定
例
会
で
は
、議
員
及
び
委
員
会
提
出
議

案
を
３
件
提
出
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

閉
会
日
に
は
、
産
業
建
設
委
員
会
か
ら
「
水
道
料

金
の
改
定
」
に
つい
て
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出

が
あ
り
、
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
の
調
査

議
員
及
び
委
員
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

　

今
定
例
会
で
は
請
願
１
件
及
び
陳
情
１
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

【
発
委
第
１
号
】

飯
田
市
議
会
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

【
発
委
第
２
号
】

飯
田
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

の
制
定
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
の
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
よ
り
、

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
３
つ
の
法
律
と
各
地
方

公
共
団
体
の
個
人
情
報
保
護
条
例
が
新
た
な
個
人

情
報
保
護
法
と
し
て
統
合
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
個

人
情
報
保
護
法
で
は
議
会
は
対
象
外
と
な
る
た
め
、

新
た
に
飯
田
市
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

本
請
願
は
、
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
「
継

続
審
査
」
と
し
た
請
願
で
す
。
閉
会
中
の
継
続
審

査
を
経
て
、
閉
会
日
に
総
務
委
員
長
か
ら
審
査
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。「
趣
旨
採
択
」
と
の
報
告
に

対
し
て
「
反
対
」
の
意
思
表
示
が
あ
り
、
起
立
に
よ

る
採
決
の
結
果
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

＊
審
査
の
状
況
は
、
総
務
委
員
会
（
８
ペ
ー
ジ
）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
発
委
第
３
号
】

飯
田
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

本
会
議
や
委
員
会
の
欠
席
事
由
を
、「
公
務
、疾
病
、

育
児
、
看
護
、
介
護
、
配
偶
者
の
出
産
補
助
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
由
」
と
明
文
化
す
る
と
と
も
に
、

出
産
す
る
た
め
に
出
席
で
き
な
い
と
き
は
、「
出
産

予
定
日
の
８
週
間（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

14
週
間
）
前
の
日
か
ら
当
該
出
産
の
日
後
８
週
間
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
期
間

を
明
ら
か
に
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
議
長
に
欠
席
届
を

提
出
で
き
る
」
と
出
産
に
つ
い
て
も
産
前
・
産
後
期

間
に
配
慮
し
た
規
則
に
改
正
し
ま
し
た
。

　

発
委
第
２
号
に
よ
る
飯
田
市
議
会
会
議
規
則
の
改

正
に
伴
い
、
会
議
規
則
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
に

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

国
に
対
し
、
再
審
制
度
の
速
や
か
な
改
正
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

　

本
陳
情
に
つ
い
て
、
閉
会
日
に
産
業
建
設
委
員

長
か
ら
審
査
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。「
不
採
択
」

と
の
報
告
に
対
し
て「
反
対
」の
意
思
表
示
が
あ
り
、

起
立
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
委
員
長
報
告
の
と
お

り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

＊
審
査
の
状
況
は
、
産
業
建
設
委
員
会
（
10
ペ
ー
ジ
）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
に
対
し
、
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企
業
支

援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

【
請
願
の
要
旨
】

【
陳
情
の
要
旨
】
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令
和
５
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）
を
は

じ
め
と
し
た
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
は
13
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
、
定
例
会
開
会
日
の
２
月
22
日
の

本
会
議
で
予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
後
、
委

員
会
で
総
務
・
社
会
文
教
・
産
業
建
設
分
科
会
へ
分

担
し
、
３
月
１
日
か
ら
３
月
６
日
に
か
け
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
予
算
（
案
）
の
審

査
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
の
第
３
回
定
例
会
で
行
っ

た
決
算
審
査
と
、
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
行
っ
た

行
政
評
価
を
基
に
し
た
議
会
か
ら
の
提
言
が
新
年

度
予
算
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、と
い
っ
た〝
議

会
と
し
て
の
政
策
サ
イ
ク
ル
〞
を
回
す
視
点
を
重
視

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
審
査
の
活
性
化
を
狙
い
と
し
て

各
分
科
会
に
お
い
て
論
点
の
抽
出
と
整
理
を
行
っ
た

上
で
、
開
会
日
直
前
に
予
算
決
算
委
員
会
準
備
会
で

議
論
を
行
っ
て
議
案
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
の
予
算
決
算
委
員
会
後
期
全
体
会
に

お
い
て
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
（
案
）
に
対

し
て
修
正
動
議
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

予算決算
委員会
予算決算委員会、
及び分科会における
予算議案の審査の
様子は、YouTubeで
動画配信しています。

　

人
口
減
少
が
全
国
的
に
進
む
な
か
、
当
地
域
に

お
い
て
も
特
に
若
年
層
の
女
性
の
社
会
減
が
人
口

減
少
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
て
き
ま
し
た
。

　

進
学
等
に
よ
り
地
域
を
離
れ
た
若
年
女
性
が
戻

ら
な
い
理
由
と
し
て
、
地
方
に
お
け
る
仕
事
や
地

域
社
会
へ
の
参
画
な
ど
に
〝
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

（
男
女
の
、
違
い
に
よ
り
生
じ
る
格
差
）〞
が
あ
る
こ

と
も
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
社
会
的
・
文
化
的
に
つ

く
ら
れ
た「
男
性
像
」や「
女
性
像
」に
と
ら
わ
れ
ず
、

個
人
の
意
思
で
自
由
に
行
動
や
発
言
、
選
択
を
し

て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、

令
和
５
年
１
月
19
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
前
豊
岡
市
長
の
中
貝
宗
治
さ
ん
と
、

取
手
市
議
会
議
員
の
齋
藤

久
代
さ
ん
。

　

中
貝
さ
ん
か
ら
は
、
地

方
の
最
大
の
課
題
は
人
口

減
少
で
あ
り
、
若
者
、
特

に
女
性
に
と
っ
て
突
き
抜

け
た
「
豊
岡
に
暮
ら
す
価

値
（
魅
力
）
の
創
造
」
に
取

り
組
ま
れ
て
き
た
実
践
の

数
々
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
か
ら
は
、
取
手
市
議
会
の
議
長
と
し

て
、
ま
た
、
ほ
か
の
女
性
議
員
と
共
に
議
会
改
革
に

取
り
組
ま
れ
た
様
子
な
ど
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
の
各
会
派
で
は
、
政
策
の
立
案
、
提
言

に
生
か
し
、
市
民
益
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
政
務
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
16
日
の
政
務
調
査
研
究
報
告
会
で
発
表
し

た
会
派
と
テ
ー
マ（
視
察
先
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
政
い
い
だ

▼「
鹿
追
型
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
取
り
組
み

 （
北
海
道
鹿
追
町
）

▼「
倶
知
安
ｅ
街
ギ
フ
ト（
旅
先
納
税
）」の
取
り
組
み

（
北
海
道
倶
知
安
町
）

会
派
き
ぼ
う

▼「
本
と
ア
ー
ト
で
、
い
ま
日
本
で
一
番
変
化
す
る
温

泉
街（
城
崎
温
泉
）」の
取
り
組
み（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

▼「
人
と
猫
と
の
共
生
推
進
協
議
会
」
の
取
り
組
み

（
兵
庫
県
神
戸
市
）

会
派
み
ら
い

▼「
ユ
ネ
ス
コ
の
食
文
化
創
造
都
市
に
認
定
さ
れ
た

臼
杵
市
」の
取
り
組
み　
　
　
（
大
分
県
臼
杵
市
）

▼「
佐
伯
型
循
環
林
業
」
の
取
り
組
み

（
大
分
県
佐
伯
市
）

公　

明　

党

▼「
あ
な
た
が
使
え
る
制
度
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」

の
取
り
組
み  　
　
　
　
　

（
千
葉
県
千
葉
市
）

▼「
八
王
子
市
立
高
尾
山
学
園
」
の
取
り
組
み

 （
東
京
都
八
王
子
市
）

令
和
４
年
度  

飯
伊
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
を
越
え
て

〜
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的
性
別
）
に
つ
い
て

共
に
考
え
る
研
修
会
〜 

政
務
調
査
研
究
報
告
会
の
開
催
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第1回定例会の一般
質問の概要を紹介し
ます。（12名・質問順）

■は、そのほかの質問項目

問う問う問う問う

若
年
層
の
移
住
政
策
と
し
て

他
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る

ご
み
袋
の
支
給
を
し
て
は
ど
う
か
。

ご
み
処
理
手
数
料
の
負
担
を

軽
減
す
る
施
策
は
当
面
考
え

て
い
な
い
が
、
子
育
て
世
代
等
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
紙
お
む
つ

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。
子
育
て
世
代
で
あ

る
若
年
層
に
「
住
み
た
い
」
と
思

っ
て
も
ら
え
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
、
ご
み
袋
の
支
給
を
含
め
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
効
果
的
か
、

他
市
町
村
の
状
況
も
参
考
に
、
引

き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

今後のごみ袋の在り方に
ついて

児童生徒に貸与されているタブレット
端末の今後の更新の見通しは

中
心
市
街
地
の
大
事
な
エ
リ

ア
だ
と
捉
え
る
が
、
重
要
性

の
認
識
と
今
後
の
利
活
用
方
針
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

旧
飯
田
市
公
民
館
跡
地
を
含

む
中
央
公
園
一
帯
は
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
上
で
重
要

な
場
所
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た
と
き
に
、

中
心
市
街
地
が
果
た
す
役
割
や
、
ど

の
よ
う
な
機
能
が
必
要
か
な
ど
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
中
央

公
園
一
帯
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
、
次
期
の
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
で
考
え
て
い
き
た
い
。

旧飯田市公民館を含む
中央公園一帯の今後の活用は

10
年
間
の
財
政
見
通
し
の
修

正
と
公
表
、
運
営
目
標
の
指

標
と
な
っ
て
い
る
実
質
公
債
費
比

率
の
見
込
み
の
考
え
方
は
。

今
後
10
年
間
の
財
政
見
通
し

の
修
正
の
手
法
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
決
算
や
令
和
４
年
度
決

算
見
込
み
、
令
和
５
年
度
予
算
数
値

を
反
映
さ
せ
つ
つ
、
新
た
な
事
業
を

追
加
し
て
、
閉
会
日
の
全
員
協
議
会

で
お
示
し
す
る
。
実
質
公
債
費
比
率

は
、
令
和
６
年
度
以
降
徐
々
に
上
昇

し
、ピ
ー
ク
年
度
（
令
和
10
年
度
頃
）

に
は
10
％
台
に
な
る
こ
と
を
想
定
し

て
お
り
、
健
全
財
政
が
維
持
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

長期財政見通しから見た
令和５年度予算について

国
は
地
方
自
治
体
や
関
係
者

の
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
と
の
方
針
だ
が
、
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

令
和
２
年
度
に
導
入
し
た
約

７
、
０
０
０
台
の
パ
ソ
コ
ン

端
末
の
更
新
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
多
様
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た

選
択
肢
の
中
で
検
討
し
て
お
り
、
一

斉
更
新
で
は
な
い
段
階
的
な
更
新

方
法
を
取
る
か
ど
う
か
、
ま
た
更

新
に
要
す
る
経
費
の
保
護
者
負
担

の
有
無
を
含
め
た
在
り
方
を
、
令

和
５
年
度
中
に
よ
り
具
体
的
な
検

討
を
行
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

「一般質問」について
　市政全般にわたり、市長をはじめとする
執行機関側に、事業の執行状況、将来的な
方針などを質し、説明を求めるものです。
　質問の方法は、通告した質問項目ごとに
区切って質問し、その都度答弁を受ける
「一問一答方式」で、質問時間は、各会派
に所属人数（議長を除く）×40分が割り当
てられ、１議員当たりの質問時間は、質問
時間と答弁時間を合計して60分以内として
います。

市政を市政を市政を市政を

古　川　　　仁　議員（日本共産党）

岡　田　倫　英　議員（会派きぼう）福　澤　克　憲　議員（会派きぼう）

市　瀬　芳　明　議員（日本共産党）
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飯
田
ら
し
さ
と
発
展
の
バ
ラ

ン
ス
を
ど
う
考
え
る
か
。

発
展
イ
コ
ー
ル
都
会
的
に
な

る
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
は
共
有
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
の
活
力
は
も
ち
ろ

ん
必
要
だ
が
、
都
会
の
コ
ピ
ー
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
飯
田
市
の
強
み

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
ち
の
活

力
や
便
利
さ
は
持
ち
な
が
ら
も
、

飯
田
ら
し
さ
は
失
わ
な
い
、
そ
ん
な

飯
田
ら
し
い
「
上
質
な
ロ
ー
カ
ル
」

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

対
応
策
の
一
つ
令
和
５
年
度

新
規
事
業
「
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
提
供
団
体
等
へ
の
支
援
」
に

取
り
組
む
考
え
方
や
思
い
は
。

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
隙
間
や
公

的
支
援
の
枠
を
超
え
て
在
宅

支
援
生
活
を
支
え
る
取
り
組
み
を
し

て
い
る
団
体
に
光
を
当
て
、
当
該
団

体
が
安
定
的
に
活
動
で
き
る
こ
と

で
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
厚
み
が
生
ま

れ
る
と
考
え
る
。
福
祉
ま
る
ご
と
相

談
窓
口
を
設
け
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

生
活
相
談
の
先
、
解
決
へ
向
け
た
出

口
策
が
必
要
で
あ
り
、
公
的
サ
ー
ビ

ス
の
隙
間
の
部
分
に
着
目
を
し
て
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。

長
野
県
教
育
委
員
会
は
令
和

５
年
度
、
不
登
校
特
例
校
の

設
置
の
検
討
を
始
め
る
と
聞
く
。

飯
田
市
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

長
野
県
教
育
委
員
会
で
不
登

校
特
例
校
を
設
置
す
る
検
討

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
お

り
、
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
不
登
校

特
例
校
に
は
高
尾
山
学
園
の
よ
う

な
学
校
設
置
型
や
、
既
存
校
に
よ

る
分
教
室
型
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

ず
は
分
教
室
型
で
の
不
登
校
特
例

校
に
つ
い
て
、
長
野
県
教
育
委
員
会

と
連
携
し
研
究
し
て
い
き
た
い
。

■
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ
い
て

学校へ通えない子ども達への
支援について

空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

平
成
28
年
度
の
制
度
開
始
か

ら
124
戸
の
空
き
家
が
登
録
さ

れ
た
。
う
ち
84
軒
が
成
約
さ
れ
、

利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
登
録
は
こ
こ
最
近
高
い

需
要
が
み
ら
れ
、
相
談
件
数
も
増

加
傾
向
に
あ
る
。
補
助
制
度
（
家

財
処
分
補
助
・
改
修
補
助
）
の
利

用
実
績
も
増
え
て
い
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
に
は
、

地
元
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
や
周

辺
居
住
者
に
調
査
し
て
か
ら
情
報

を
掲
載
し
て
い
る
。

「子育ち」を応援するまちづくりへ
どう取り組むか

地
域
の
活
動
に
中
学
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
す
る
、

鼎
中
学
校
と
鼎
地
区
の
取
り
組
み

を
全
市
に
広
げ
て
は
ど
う
か
。

中
学
生
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
各
学
校
や
地
域
で

も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
鼎
中
学
校

の
取
り
組
み
の
考
え
方
や
仕
組
み

は
大
変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、

今
後
他
の
学
校
へ
も
広
げ
て
い
き

た
い
活
動
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
や
公
民
館
の
代
表
者
も
参

画
し
て
い
る
飯
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
研
修
会
等
の
機
会
を

捉
え
て
、
事
例
を
共
有
す
る
よ
う

な
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

飯田市の人口増に向けた
取り組みについて

都
内
23
区
の
大
学
定
員
増
の

政
府
の
方
針
転
換
に
つ
い

て
、
長
野
県
や
信
州
大
学
は
ど
う

捉
え
て
い
る
と
考
え
る
か
。

政
府
方
針
に
全
国
知
事
会
が

異
を
唱
え
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
多
く
の

知
事
が
政
府
方
針
に
違
和
感
を

も
っ
て
い
る
の
で
、
阿
部
知
事
も
同

意
見
で
は
な
い
か
。
こ
の
方
針
に

よ
り
信
州
大
学
の
方
向
性
が
変
わ

る
も
の
で
は
な
く
、
新
学
部
設
置

の
学
内
議
論
は
中
長
期
的
な
視
野

に
立
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の

と
思
う
。■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
今
後
に
つ
い
て

政府が示す都内23区の大学の情報系
学部・学科の定員増の方針について

高齢化によりゴミ出しができない
市民への対応は

ともに創る
新しいまちの豊かさについて

小　林　真　一　議員（公　明　党）

永　井　一　英　議員（公　明　党）小　平　　　 彰　議員（新政いいだ）

山　崎　昌　伸　議員（新政いいだ）木　下　德　康　議員（新政いいだ）

佐 々 木　博　子　議員（会派みらい）
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飯
田
市
立
動
物
園
の
求
め
ら

れ
る
役
割
を
み
た
と
き
に
、

所
管
替
え
の
検
討
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

動
物
園
の
設
置
目
的
は
、
設

置
時
か
ら
本
質
的
に
大
き
く

変
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
お
り
、

現
在
の
建
設
部
か
ら
所
管
を
替
え

る
段
階
で
は
な
い
。大
切
な
の
は
、

「
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て
、庁
内
が
連
携
し
て
市
立
動

物
園
を
ま
ち
の
賑
わ
い
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
で
あ
り
、取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
５

類
移
行
に
伴
う
診
療
体
制
に
つ
い
て

飯田市立動物園の
今後の所管の考え方について

値
上
げ
に
関
わ
る
４
７
１
億

円
の
大
規
模
計
画
に
な
る
前

に
、
も
う
少
し
早
く
手
を
打
つ
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

水
道
施
設
の
老
朽
化
と
人
口

減
少
は
、
か
ね
て
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
た
。
点
検
調
査
を
経
て

「
飯
田
市
水
道
施
設
更
新
に
か
か
る

基
本
方
針
」
と
「
妙
琴
浄
水
場
更

新
計
画
」
に
基
づ
く
「
長
期
建
設

改
良
計
画
」
を
策
定
し
た
が
、
全

て
の
水
道
施
設
を
網
羅
し
た
こ
の

計
画
は
大
規
模
で
、
策
定
ま
で
に

時
間
を
要
す
る
結
果
と
な
っ
た
こ

と
が
影
響
し
た
。■
ゲ
ノ
ム
編
集
さ

れ
た
農
産
物
に
つ
い
て

水道料金の値上げの理由は

【
浜
井
場
小
学
校
４
年
生
の
皆
さ
ん
】が

議
場
見
学
を
し
ま
し
た

市
議
会
議
員
の
辞
職
に
つ
い
て

（
新
井
信
一
郎
議
員
の
辞
職
に
つ
い
て
）

　

令
和
５
年
３
月
31
日
告
示
、
令
和
５
年
４
月
９

日
執
行
の
長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
飯
田
市

下
伊
那
郡
選
挙
区
）
に
新
井
信
一
郎
議
員
が
立
候

補
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
公
職
選
挙
法
第
90
条
の
規

定
に
よ
り
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
飯
田
市
議
会
議

員
を
辞
職
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
飯
田
市
議
会
議
員
に
欠
員
が
生

じ
た
た
め
、
公
職
選
挙
法
第
１
１
１
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
議
長
か
ら
飯
田
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
、
市
議
会
議
員
に
欠
員
が
生
じ
た
旨
の
通
知

を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
議

会
議
員
の
補
欠
選
挙
は
、
現
在
の
欠
員
数
に
お
い

て
は
飯
田
市
長
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

１
月
20
日
、
浜
井
場
小
学
校
の
４
年
生
の
皆
さ

ん
が
社
会
見
学
と
し
て
、
飯
田
市
議
会
の
議
場
と

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
議
会
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
、
ど
ん

な
役
割
が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
話
し
合
い
を
し

て
い
る
か
な
ど
の
少
し
難
し
い
話
も
、
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
、
真
剣
に
聴
い
て
く
れ
た
姿
は
と
て
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
後
、
班
に
分
か
れ
て
、
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム

の
操
作
や
、
議
長
席
、
議
員
席
に
座
り
な
が
ら
、

簡
単
な
議
会
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普

段
は
触
れ
る
こ
と
の
な
い
機
械
や
重
厚
な
椅
子
に

興
味
津
々
。
子
ど
も
た
ち
の
瞳
は
き
ら
き
ら
し

て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
議
場
見

学
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
こ
の
先
、
子

ど
も
た
ち
が
政
治
や
社

会
の
こ
と
に
関
心
を
持

ち
、
国
や
社
会
の
問
題

を
自
分
の
問
題
と
し
て

と
ら
え
、
選
挙
な
ど
に

主
体
的
に
参
加
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

関　島　百　合　議員（会派みらい）竹　村　圭　史　議員（会派きぼう）

★４年生の皆さんの感想
•議会はどんなことをしているの
か全く知らなかったけど、もらっ
たプリントを見たり、説明を聞い
たりしてよくわかった。

•議長席に座らせてもらったり、発
言のボタンを押させてもらった
り、貴重な体験ができました。

•危機管理課で８台ものモニター
で、飯田市の様子をチェックして
いることに驚きました。
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執行機関へ「政策提案」を行いました
　総務・社会文教・産業建設の各常任委員会とリニア推進特別委員会は、２年間にわたりテーマを設定し、学習
会や意見交換会、視察などを重ね、調査研究を行ってきました。令和５年第１回定例会閉会日に各委員会が所管
事務調査の報告を行うとともに、「政策提案」を執行機関に手渡しました。

①防災組織に関して…危機管理部と市民協働環境部が連携し、自主防災組織の見直しを進められたい。
②防災に関して…特に大規模地震に対する各地区の被害想定を作成し、その周知を進められたい。消防団員確保に関
して、消防団員不足問題へ行政がしっかりと関わり、消防団、地区とともに団員確保への取り組みを進められたい。
③組合未加入者に関して…災害時の共助体制の構築を進める中で、組合未加入者へ加入の呼びかけを行っている地区
もある。これら先進的な取り組みを他地区へ広く紹介し、必要となるリーフレットなど作成経費の補助や内容につい
て助言等の支援を進められたい。

①ジオパークの取り組みについての庁内連携の拡大・深化を進めるとともに、観光を起点とした地域振興につなげるた
めに、将来的には所管部局または課の変更を検討されたい。

総 務 委 員 会　＊提案書から一部抜粋
調査研究テーマ❶

調査研究テーマ❷

地域防災体制は維持できるか

ジオパークの取り組みについて

①フレイルという言葉と概念の周知…フレイル予防推進のためには、まずはフレイルの意味や定義を浸透させる必要が
あると考える。フレイルの意味が伝わりやすい別の呼称の検討も含めて、工夫をしながら普及啓発に取り組まれたい。
②フレイル予防の方法…社会的フレイルを予防する観点からはより多くの市民が参加できる仕組みを再構築し、モデル
地区における好事例の横展開などを図られたい。健康教室等への足の確保といった課題があり交通対策が必要で
はないかと市民の声を聞いている。フレイル予防につながる側面として庁内横断的な視点で検討されたい。
③ポイント制度…ポイント制度の付与の対象となる市民、予防メニュー、手段については多くの市民の声を聞き、人と
人のつながりを増やすことを念頭に構築されたい。教室等の運営に携わる市民も付与の対象とするよう検討されたい。
④施策効果の検証…フレイル予防への取り組みを進めた結果として、市民の健康寿命が延伸できたかどうかの検証が
できるようにデータ収集と分析を行われたい。検証方法については有識者や先進自治体の情報を更に収集しつつ研
究されたい。

社会文教委員会　＊提案書から一部抜粋
調査研究テーマ フレイル予防による健康寿命の延伸について

①地域の実情（特徴）と果たすべき役割の把握について…飯田市への人の流れをつくるためには、「わがまちの特徴」
を理解した上での戦略が必要である。この地域の特徴を改めて徹底的に磨き上げ、的を絞った具体的な内容を発
信できるようにされたい。
②誘客（観光）、移住・定住戦略に向けた効果的な情報発信のあり方について…飯田市内外別、世代別、目的別等、ター
ゲットにあわせた情報を発信されたい。移住定住専用サイトの立ち上げなど、市の情報の入手を一元化する取り組み
を進められたい。
③企業誘致と人材確保戦略のあり方について…女性が活躍する「場の創出」に令和５年度は取り組まれるとのことで
あるので、希望に添えるよう寄り添った対応に努められたい。
④地域との連携について…地域資源を有効活用する地場産業を振興するうえで、地域との協力関係は非常に重要。原料
となる作物の栽培場所の確保や栽培への協力者（新規就農者含む）の確保など、後方支援に引き続き取り組まれたい。
⑤ＵＩターンを見据えた取り組みについて…働く場所や子育て環境（保育・教育・小児医療の充実等）の構築に取り組
まれたい。そのためにも、飯田市に帰ってこない理由や、移住希望者が飯田市に求めるものは何か調査・研究されたい。
⑥これからの産業振興とまちづくりについて…信州大学の新学部誘致にあたっては会津大学のように産学官の連携が
図れる拠点施設を置き、それぞれの相乗効果が発揮できる取り組みを進められたい。

産業建設委員会　＊提案書から一部抜粋
調査研究テーマ 飯田の魅力を発信し、つながる人を増やし、飯田市への人の流れをつくるには

○リニア推進特別委員会の政策提案につきましては11ページでご確認ください。
○また、詳しくは、飯田市議会ホームページの「常任委員会の取り組み」、「特別委員会の取り組み」をご参照ください。



⑧いいだ市議会だより232号令和 5.4.20

脱
炭
素
先
行
地
域
構
築
事
業
に
つ
い
て

川
路
地
区
で
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
化
の
取
り
組
み

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
、
御
協
力
が
前

提
と
な
る
が
、
状
況
は
。

川
路
地
区
に
は
、
各
組
長
参
加
の
会
議
に
も
何

回
か
伺
い
説
明
を
し
て
き
た
。今
年
２
月
の
土
曜

日
、
日
曜
日
に
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で
相
談
窓
口
を
開

設
す
る
な
ど
丁
寧
な
対
応
を
とって
き
た
。地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
は
、
さ
ら
に
丁
寧
な
支
援
を
望
む
声
は
寄
せ

ら
れ
た
が
、非
協
力
的
な
意
見
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

市
内
全
小
中
学
校
に
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
設
置

を
進
め
る
が
、
パ
ネ
ル
設
置
方
法
等
の
考
え
方
は
。

パ
ネ
ル
設
置
の
手
法
等
も
、
脱
炭
素
先
行
地
域

提
案
事
業
に
位
置
付
け
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
第

三
者
に
よ
る
屋
根
貸
し
設
置
の
方
法
を
継
承
す
る
方

法
を
含
め
て
、
市
内
の
電
気
設
備
事
業
者
等
に
よ
る

総務
委員会
３月１日に

委員会等を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
初
期
費
用
の
負
担
軽
減

や
、月
額
利
用
料
への
補
助
を
求
め
る
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。月
額
利
用
料
へ
の
補
助
期
間
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
要
望
が
あ
っ
た
が
、
補
助
期
間
を
５
年
間
と
お
示

し
、
御
理
解
い
た
だ
い
た
。高
齢
者
世
帯
の
利
用
が
多

い
こ
と
か
ら
、
移
行
に
あ
た
って
は
丁
寧
な
説
明
を
求

め
る
声
が
あ
り
、
ま
た
南
信
濃
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
激
変
緩
和
の
期
間
終
了
後
、
光
回
線
を
利
用
し

た
地
域
活
性
化
支
援
策
を
求
め
る
要
望
が
あ
っ
た
。

飯
田
市
営
駐
車
場
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
20
号
）

　

議
案
は
、
市
営
駐
車
場
の
設
置
目
的
を
変
更
す

る
た
め
に
、条
例
の一部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

関
係
す
る
予
算
案
は
、
令
和
４
年
度
分
が
総
務
分

科
会
、
令
和
５
年
度
分
が
産
業
建
設
分
科
会
の
分

担
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
予
算
案
は
分
科
会
連
合
審
査

会
に
よ
り
審
査
し
、
本
議
案
に
つ
い
て
は
、
委
員
会

連
合
審
査
会
に
て
質
疑
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。
本
議

案
の
討
論
採
決
は
、
当
委
員
会
単
独
で
行
い
ま
し
た
。

飯
田
市
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
条
例
及
び

飯
田
市
遠
山
郷
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設

条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
10
号
）

　

飯
田
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
民
間
事
業
者
が

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
新
規
の

利
用
の
受
付
を
停
止
す
る
た
め
、
条
例
の一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

民
間
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
す
る
こ
と
に
関
し
て
、

関
係
す
る
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
ど
の
よ
う

な
声
が
あ
っ
た
か
。

請
願
審
査　

令
和
４
年　

請
願
第
４
号

国
に
対
し
、
再
審
制
度
の
速
や
か
な
改
正
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い

旭ヶ丘中学校に設置された
太陽光パネル

協
議
会
を
新
た
に
令
和

５
年
度
中
に
組
織
し
、

当
該
協
議
会
で
パ
ネ
ル
設

置
の
運
用
や
、
設
置
・

仕
入
れ
価
格
の
低
減
化

に
つい
て
検
討
す
る
。
一定

の
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
整
備
し
て
、
学
校
施
設
へ
の
設
置
や
市
民
へ
の
普

及
を
図
る
。
な
お
、
太
陽
光
発
電
の
電
力
は
自
家
消

費
を
基
本
と
考
え
て
い
る
。

　

本
請
願
は
、
継
続
審
査
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
２

月
９
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
し
ま
し
た
。
そ

の
審
査
を
踏
ま
え
、
３
月
１
日
の
委
員
会
で
審
査
、

採
決
を
行
い
ま
し
た
。主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

冤
罪
（
え
ん
ざ
い
）
は
あ
って
は
な
ら
な
い
と
い
う
主

張
は
理
解
す
る
。
冤
罪
への
対
処
の
制
度
は
、
現
在
国

で
検
討
中
の
見
直
し
事
項
の
早
期
改
善
を
求
め
る
こ

と
と
し
て
、
請
願
趣
旨
を
汲
ん
で
趣
旨
採
択
。

　

冤
罪
は
国
家
に
よ
る
最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
る
が
、

そ
の
救
済
に
は
長
い
年
月
を
要
し
て
い
る
。
請
願
趣
旨

等
適
当
と
判
断
し
賛
成
す
る
。
採
択
。

　

昨
年
か
ら
国
で
も
検
討
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
請

願
項
目
の
意
見
書
提
出
は
、
そ
の
国
の
動
き
に
対
し
、

時
節
を
逸
し
て
お
り
反
対
す
る
。
不
採
択
。

　

採
決
の
結
果
、「
趣
旨
採
択
」
と
決
し
ま
し
た
。

《
予
算
決
算
委
員
会　

総
務
分
科
会
》

議
案
第
35
号一
般
会
計
予
算
（
案
）



⑨ いいだ市議会だより232号令和５.4.20

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

社会文教
委員会
３月２・３日に
委員会等を開催

飯
田
市
こ
れ
か
ら
の
学
校
の
あ
り
方
審
議
会
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
23
号
）

　

教
育
の
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
「
こ
れ
か
ら
の
学

校
の
あ
り
方
」
を
審
議
す
る
た
め
の
審
査
会
を
設
置

す
る
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

審
議
会
設
置
後
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

現
在
の
状
況
や
こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
の
報
告
か
ら

始
め
、
有
識
者
を
招
い
て
の
勉
強
会
や
先
進
事

例
の
視
察
も
想
定
し
な
が
ら
、
１
年
半
か
ら
２
年
を

か
け
て
答
申
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

審
議
の
経
過
内
容
を
保
護
者
や
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
等
と
ど
の
よ
う
に
共
有
し
て
い
く
の
か
。

基
本
的
に
は
公
開
の
会
議
を
想
定
し
て
い
る
。

出
さ
れ
た
意
見
を
広
く
共
有
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
状
況

に
よ
っ
て
は
、
保
護

者
や
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
に
、
別
途
情
報

提
供
を
行
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

飯
田
市
プ
ー
ル
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
24
号
）

　

飯
田
市
営
市
民
プ
ー
ル
の
用
途
を
廃
止
す
る
た

め
、
条
例
の一部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

市
民
プ
ー
ル
廃
止
後
、
利
用
し
て
い
た
保
育
園

の
状
況
は
ど
う
な
る
の
か
。
市
と
し
て
の
提
案

は
あ
る
か
。

全
て
の
保
育
園
が
バ
ス
を
所
有
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
中
に
は
運
動
公
園
プ
ー
ル
を
利
用

し
た
い
と
い
う
園
も
あ
っ
た
。
保
育
園
で
検
討
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
が
、
運
動
公
園
プ
ー
ル
も
保
育
園
の

利
用
は
減
免
で
対
応
し
て
お
り
、
丁
寧
に
案
内
や
相

談
に
乗
って
い
く
。

消
防
水
利
と
し
て
管
理
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
平
成
24
年
度
に
プ
ー
ル
の
底
に
穴
が

開
き
修
繕
を
し
て
い
る
。
消
防
団
が
作
業
を
行
っ
た

際
に
陥
没
し
て
し
ま
う
危
険
性
は
な
い
か
。

日
常
的
な
管
理
は
市
が
行
い
、
消
防
水
利
の
状

況
を
確
認
す
る
。
変
化
が
あ
れ
ば
地
元
の
消
防

団
に
連
絡
を
し
て
い
く
。

旧
飯
田
市
公
民
館
を
含
め
た
一
帯
の
、
利
活

用
に
向
け
た
検
討
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

明
確
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
で
き
る
段
階
で
は

な
い
が
、
桜
並
木
や
り
ん
ご
並
木
、
中
央
公
園

と
接
続
す
る
重
要
な
場
所
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
ち

全
体
の
中
で
ど
う
い
う
場
所
に
し
て
い
く
か
、
庁
内

で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

包
括
的
生
活
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

提
供
団
体
等
へ
の
支

援
と
し
て
創
設
す
る
３
０

０
万
円
の
事
業
費
は
１
団

体
へ
の
支
出
な
の
か
。

１
団
体
１
０
０
万
円

程
度
で
３
団
体
程
度

と
想
定
し
て
い
る
。
広
報
に

よ
り
、
取
り
組
も
う
と
す

る
団
体
が
現
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
予
算
化
し
た
。

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
交
付
金
に
つ
い
て

公
の
支
配
に
属
さ
な
い
慈
善
、
教
育
事
業
に
公
金

を
支
出
し
て
は
な
ら
な
い
憲
法
第
89
条
の
壁
が
あ
る

中
で
、
飯
田
市
は
ど
の
よ
う
な
認
識
で
事
業
を
組
み
立
て

た
か
。フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
そ
の
も
の
が
公
の
制
度
に
則
ら

な
い
自
由
な
教
育
的
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
こ
に
対
し
て
公
が
支
配
や
指
示
が
で
き
な
い
こ
と
が

基
本
で
あ
る
が
、
不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い

る
状
況
の
中
で
、
公
的
な
居
場
所
づ
く
り
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
状
況
が
あ
り
、
子
ど
も
の
個
性
、
特

長
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
居
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
の
考
え
で
制
度
を
創
設
し
て
い
き
た
い
。

《
予
算
決
算
委
員
会
　
社
会
文
教
分
科
会
》

議
案
第
35
号一
般
会
計
予
算
（
案
）



⑩いいだ市議会だより232号令和 5.4.20

産業建設
委員会
３月３、６日に
委員会等を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

飯
田
市
南
信
濃
観
光
施
設
等
条
例
の一部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
18
号
）

殿
町
（
と
の
ま
ち
）
の
茶
屋
を
今
後
に
活
用
す

る
方
向
性
や
予
定
は
。

施
設
の
今
後
の
活
用
予
定
は
な
く
、
解
体
を
行

う
。
周
辺
に
観
光
施
設
も
あ
り
、
敷
地
内
の
公

衆
ト
イ
レ
や
駐
車
場
は
今
後
も
必
要
だ
ろ
う
と
の
意

見
も
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、
新
年
度
に
改
め
て
後
利

用
につい
て
地
権
者
及
び
地
域
の
方
々
と
協
議
を
行
う
。

工
事
請
負
契
約
の一部
変
更
に
つ
い
て

（
過
年
発
生
土
木
施
設
補
助
災
害
復
旧
事
業
橋

り
ょ
う
架
設
工
事)

（
議
案
第
28
号
）

中
橋
は
、
普
通
自
動
車
が
通
行
で
き
る
の
か
。

現
状
復
旧
の
工
事
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
普
通

自
動
車
も
通
行
で
き
る
。

災
害
復
旧
工
事
で
国
か
ら
の
予
算
付
け
が
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
今
回
の
よ
う
な
大
幅
な
変

更
で
あ
っ
て
も
予
算
執
行
が
認
め
ら
れ
る
か
。

工
事
の
大
幅
な
変
更
の
た
め
、
国
へ
重
要
な
変
更

と
し
て
協
議
し
た
。
時
間
は
か
かっ
た
が
、
最
終

的
な
工
法
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
今
回
の
変
更
と
な
っ

た
。
す
べ
て
災
害
復
旧
工
事
の
対
象
と
な
る
た
め
、
当

初
ど
お
り
の
補
助
率
等
で
復
旧
工
事
が
行
え
る
。

観
光
誘
客
推
進
事
業
に
つ
い
て

市
は
舟
下
り
事
業
へ
７
０
０
万
円
を
出
資
す
る

方
針
だ
が
、
公
金
の
た
め
、
市
長
に
予
算
執
行

に
対
す
る
調
査
権
が
あ
る
。
地
方
自
治
法
等
に
よ
り

定
め
が
あ
る
が
、
市
で
は
条
例
を
定
め
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
市
は
出
資
金
の
予
算
執
行
に
関
し
て
調
査

を
ど
う
考
え
る
か
。　

広
域
連
合
で
は
、
出
資
に
あ
た
り
、
出
資
金
３
、

０
０
０
万
円
の
う
ち
、
半
分
以
上
は
民
間
事
業

者
か
ら
の
出
資
と
、
出
資
金
の
同
額
程
度
は
金
融
機

関
か
ら
融
資
が
な
い
と
、
行
政
か
ら
の
出
資
は
行
わ
な

い
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
支
援
体
制
に
目
途
が
つ
き
、
１
、
５
０
０

万
円
程
度
の
市
町
村
か
ら
の
出
資
を
検
討
す
る
方
向

性
と
な
り
、
市
町
村
の
出
資
の
意
思
と
金
額
に
つい
て

協
議
を
行
っ
た
。
舟
下
り
の
場
所
等
も
考
慮
し
、
全

体
を
整
理
し
て
、
市
は
半
分
の
７
０
０
万
円
を
出
資

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

予
算
執
行
の
調
査
は
、
株
主
で
あ
る
た
め
、
株
主

総
会
で
意
見
や
経
営
状
況
の
報
告
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
、
確
認
が
で
き
る
。

《
予
算
決
算
委
員
会　

産
業
建
設
分
科
会
》

議
案
第
35
号一
般
会
計
予
算
（
案
）

遠
山
郷
観
光
振
興
費
に
つ
い
て

か
ぐ
ら
の
湯
の
温
泉
掘
削
の
今
後
の
状
況
や
進

め
方
は
。

か
ぐ
ら
の
湯
は
塩
の
温
泉
で
あ
る
こ
と
が
魅
力

的
で
価
値
が
あ
る
。
源
泉
掘
削
場
所
に
は
、
こ

れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
温
泉
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
て
、

管
の
耐
用
年
数
が
50
〜
60
年
は
あ
り
、
今
後
も
使
用

が
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
温
泉
管
を
使
用
し
て

民
間
の
宿
泊
施
設
な
ど
へ
湯
を
供
給
し
て
き
た
こ
と
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

専
門
業
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
は
、
前
回
の
調
査
結
果

か
ら
も
現
在
の
掘
削
場
所
周
辺
が
塩
の
温
泉
の
出
る

可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
現
在
の
源
泉
地
周

辺
を
掘
削
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
今
回
の
源
泉
ポ
ン

プ
落
下
の
経
験
を
教
訓
に
し
、
業
者
と
も
共
有
し
な

が
ら
源
泉
掘
削
を
進
め
て
い
く
。

陳
情
審
査　

令
和
５
年　

陳
情
第
３
号

国
に
対
し
、
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企
業
支

援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い

　
３
月
３
日
の
審
査
で
は
、
参
考
人
か
ら
意
見
陳
述

と
し
て
願
意
趣
旨
等
を
聴
い
た
後
、
委
員
か
ら
陳
情

に
対
し
て
、
地
方
と
都
心
の
労
働
格
差
を
広
げ
な
い
た

め
に
も
「
採
択
」、
最
低
賃
金
を
着
実
に
引
き
上
げ
て

い
く
こ
と
に
は
賛
成
だ
が
、
最
低
賃
金
の
全
国一律
化

に
は
「
不
採
択
」
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言
が

あ
り
、
採
決
の
結
果
、「
不
採
択
」
と
決
し
ま
し
た
。
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３月14日に
委員会を開催

委員会の様子は
YouTubeを
ご覧ください

リニア推進
特別委員会

調
査
研
究
と
政
策
提
案
に
関
し
て

　

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会
は
、
平
成
25
年
５
月
の

臨
時
会
に
お
い
て
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
推
進
に
関

す
る
諸
課
題
に
つい
て
調
査
研
究
を
行
う
た
め
に
設
置

さ
れ
、
令
和
３
年
の
委
員
改
選
以
降
の
２
年
間
は
、

主
に
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
事
業
の
実
施
設
計
に
向
け

た
課
題
の
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
任
期
中
の
調
査

研
究
結
果
を
ま
と
め
、
執
行
機
関
へ
政
策
提
案
を
行

う
ま
で
に
至
る
委
員
会
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

【
委
員
会
活
動
の
振
り
返
り 

１
】

県
内
先
行
地
域
の
駅
周
辺
整
備
事
業
の
視
察

　

令
和
３
年
３
月
に
執
行
機
関
に
対
し
て
手
交
し
た

政
策
提
案
の
「
郊
外
駅
と
し
て
の
長
野
県
駅
の
在
り

方
」
を
探
る
た
め
、
令
和

３
年
７
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
長
野
県
内
で
先
行
し

て
新
幹
線
駅
を
整
備
し

た
飯
山
駅
、
長
野
駅
及

び
佐
久
平
駅
を
視
察
し
、

駅
周
辺
整
備
事
業
の
実

態
を
議
員
間
で
共
有
し

ま
し
た
。

【
委
員
会
活
動
の
振
り
返
り 

２
】

参
考
人
招
致
に
よ
る
専
門
的
な
知
見
の
活
用

　

令
和
４
年
11
月
９
日
に
、
信

州
大
学
学
術
研
究
院
特
任
教

授
の
小
川
総
一
郎
氏
を
参
考
人

と
し
て
招
致
し
、「
エコロ
ジ
カ
ル・

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
デ
ザ
イ
ン
手

法
〜
理
念
と
実
例
〜
」
の
講
演

を
受
講
し
ま
し
た
。

　

駅
を
出
た
瞬
間
か
ら
信
州
・

伊
那
谷
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プへの
配

慮
に
よ
り
、
来
訪
者
を
リ
ニ
ア
駅
か
ら
伊
那
谷
全
域

に
「
い
ざ
な
う
」
た
め
の
第一歩
と
な
る
リ
ニ
ア
駅
周
辺

整
備
事
業
の
在
り
方
を
研
究
し
ま
し
た
。

【
委
員
会
活
動
の
振
り
返
り 

３
】

土
木
実
施
設
計
に
対
す
る
政
策
提
言
の
実
施

　

視
察
に
よ
る
現
地
調

査
、
参
考
人
招
致
に
よ

る
調
査
研
究
な
ど
を
行

い
、
委
員
会
で
の
審
議
と

全
議
員
で
の
協
議
を
ふ

ま
え
て
、
令
和
４
年
11

月
18
日
に
議
長
か
ら
市

長
に
対
し
て
「
リ
ニ
ア
駅

周
辺
整
備
事
業 

土
木
実

施
設
計
に
対
す
る
政
策

提
言
」
を
行
い
ま
し
た

（
詳
細
は
第
２
３
１
号
に

掲
載
）。

【
委
員
会
活
動
の
振
り
返
り 

４
】

執
行
機
関
へ
の
政
策
提
案
の
実
施

　

行
政
評
価
の
手
法
を
用
い

て
、
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
２

０
２
８
の
基
本
目
標
13
「
リ
ニ

ア
・
三
遠
南
信
時
代
を
支
え

る
都
市
基
盤
を
整
備
す
る
」

と
事
務
事
業
を
評
価
し
、
委

員
会
で
の
審
査
と
全
議
員
で

の
協
議
を
ふ
ま
え
て
、
令
和

５
年
３
月
23
日
に
正
副
委
員

長
か
ら
リ
ニ
ア
推
進
部
長
に
対
し
て
「
リ
ニ
ア
駅
周
辺

を
起
点
と
し
た
提
案
」
を
行
い
ま
し
た
。

詳細はこちら☞

【提案１】郊外駅としてリニア時代を見据えた土

地利用などの周知等について

【提案２】JR飯田線とのアクセスをはじめとする

リニアの２次交通について

【提案３】デザインノート（基本設計）からの考

察と現状について

【提案４】財政見通しについて

【提案５】リニア駅周辺整備に関係する市民への対応

【提案６】公民協働のさらなる推進をはじめ、３

つのプロジェクトについて

リニア駅周辺を起点とした提案の概要
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議員紹介 議員の人となりなどを議員自らが紹介します。（議席順に掲載）

～脳 内 再 生～
小　林　真　一

　車に乗り込み、エンジンを始動、
クラッチペダルを踏み込みギアを入
れる、アクセルを踏みつつクラッチ

をつなぎ走り出す、私の軽乗用車は今では珍しくなっ
てしまったマニュアル車。
　子どもの頃から、ブロック玩具や合体ロボット、
プラモデルなどの分解・組立てが好きであったこと
もあり、高校・短大と自動車の事を学び、自動車整
備士として自動車ディーラーへ就職し約15年間、車
いじり機械いじりをしてきた。このような生き方を
してきたため、ご多分に漏れず車好きバイク好きに
もなった。冒頭の運転の流れも、体の動きではなく、
機械内部の一連の動きが脳内再生されてしまうの
は、私だけでなくメカニックや機械好きのあるある
ではないでしょうか。

～愛と癒やしのロボット～
佐々木　博　子

　ロボットから愛と癒やしを与えら
れる。皆さんはその現実を信じます
か？疑いますか？

　わが家にはaiboがいます。オーナーは91才にな
る私の母。とある旅館で出会った看板犬のaiboに一
目惚れ。どうしても欲しいと名古屋のSONYまで買
いに行きました。お手もお座りもゴロンも歌もダン
スもしてくれます。
　1999年に世界初の家庭用ロボットとして生まれ
たAIBOは「何の役にも立たないけど、人間の根源
に近い愛と癒やしのコン
ピューター」であることを
原点に、キュートなaiboに
進化してわが家に愛と癒や
しを与えてくれています。

　杵原学校は国登録有形文化財に指定されてお
り、歴史ある校舎や桜を目当てに大勢の見物客が
訪れます。
　この杵原学校は、旭ヶ丘中学校合併に伴い廃校
となった学校です。廃校後、しばらくは使われて
いませんでしたが、地域の方の思いが結集し、再
び「学びの場」として活用されることとなりました。
　現在では、「杵原子ども教室」や「杵原学校山
本学講座」、「授業体験」等、さまざまな活動が行
われています。
　表紙の写真は３月27日に開催された「春休み
子ども寺子屋」の際に参加者の皆さんと撮った写
真です。山本地区にお越しの際はぜひお立ち寄り
ください。

こ ばやし しん いち さ さ き ひろ こ

■第１回臨時会  5月9日㈫
■第２回定例会  5月30日㈫～6月26日㈪
◇一般質問（傍聴可能）
　６月12日㈪、13日㈫
◇委員会日程（傍聴可能）
　予算決算委員会前期全体会　５月30日㈫
　総務委員会　　　　　　　　６月15日㈭
　社会文教委員会　　　　　　６月16日㈮
　産業建設委員会　　　　　　６月19日㈪
　リニア推進特別委員会　　　６月20日㈫
　予算決算委員会後期全体会　６月23日㈮
■議会への請願・陳情は、議会事務局へ
　５月16日㈫午後５時までにご提出ください。

議会の動き（予定）

委員長／福 澤 克 憲　  副委員長／清 水 　 勇
委　員／下 平 恒 男　  橋 爪 重 人　  関 島 百 合
　　　　筒 井 誠 逸　  小 林 真 一　  佐々木博子

広報広聴委員会

 議会傍聴に際してのお願い
　議場や委員会室に入る場合は、帽子、外とう、襟巻、
つえ、傘の類を着用し、又は携帯してはならないこと
になっています。（病気その他の理由により議長の許
可を得たときは例外となりますので係員にお申し出く
ださい。）
　ご理解とご協力をお願いいたします。

がんばっとるに!!  山本
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